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健
康
へ
の
関
心
は
、
洋
の

東
西
を
問
わ
ず
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
健
康
だ
け
で
な

く
、
よ
り
美
し
く
と
思
う
心

情
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男

性
に
も
伝
播
し
て
き
た
の
が

昨
今
だ
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が

チ
ェ
ジ
ュ
ド
の
エ
ス
テ
だ
。

新
羅
ホ
テ
ル
内
の
「
ラ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
ド
ゥ
・
ゲ

ラ
ン
」は
フ
ラ
ン
ス
の
高
級

化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド「
ゲ
ラ
ン
」

と
提
携
し
た
ハ
イ
ク
オ
リ
テ

ィ
の
エ
ス
テ
。
円
高
・
ウ
ォ

ン
安
で
韓
国
へ
の
エ
ス
テ
ツ

ア
ー
に
女
性
の
人
気
が
集
ま

っ
て
い
る
が
、
韓
国
本
土
と

違
っ
て
、
そ
う
し
た
旅
行
者

で
込
み
合
う
こ
と
も
な
く
、

心
ゆ
く
ま
で
心
身
と
も
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
穴
場
が
、

チ
ェ
ジ
ュ
ド
に
は
あ
る
。

一
方
、
韓
国
式
の
エ
ス
テ

も
注
目
で
き
る
。こ
ち
ら
は
、

伝
統
が
つ
む
ぎ
出
し
た
美
と

健
康
維
持
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

あ
り
、
韓
国
女
性
の
美
し
い

肌
が「
何
よ
り
の
証
拠
」と
い

え
そ
う
。
基
本
は
、
あ
か
す

り
で
身
体
の
隅
々

ま
で
磨
き
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
疲
れ
を

解
消
す
る
こ
と
。

外
見
だ
け
で
な
く

体
内
の
新
陳
代
謝

を
高
め
て
、
心
身

と
も
に
健
康
体
を

目
指
す

健
康

と
美
を
兼
ね
備
え

た
韓
国
式
の
エ
ス

テ
は
、
現
代
人
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
し

た
も
の
と
し
て
注

目
に
値
す
る
。

◆
韓
国
式
マ
ッ
サ
ー
ジ

健
康
の
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
は
、
何
よ
り
も
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
韓
国
式
の

全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
ま
さ

に
決
定
版
だ
。

女
性
と
男
性
で
は
、
コ
ー

ス
内
容
が
若
干
違
う
。
ロ
ッ

テ
火
釜
サ
ウ
ナ
内
の
ト
ー
タ

ル
エ
ス
テ
の
場
合
、
女
性
の

２
時
間
コ
ー
ス
は
、
あ
か
す

り
、
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

シ
ャ
ン
プ
ー
、ヨ
モ
ギ
蒸
し
、

顔
パ
ッ
ク
、
全
身
マ
ッ
サ
ー

ジ
が
基
本
メ
ユ
ー
。
男
性
は

１
時
間
４０
分
コ
ー
ス
で
、
あひげ

か
す
り
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
髭

剃
り
、
顔
パ
ッ
ク
、
蒸
し
タ

オ
ル
、
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
に
制
約

が
あ
っ
て
も
、
顔
エ
ス
テ
、

足
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ヨ
モ
ギ
蒸

し
、
あ
か
す
り
、
全
身
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
部
分
コ
ー
ス

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
全
身
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
圧
巻
。
普
段
は
使
っ
て

い
な
い
筋
肉
ま
で
揉
み
解
さ

れ
る
感
じ
で
、
お
ま
け
に
か

な
り
ハ
ー
ド
だ
。
そ
れ
で
い

て
翌
日
の
揉
み
返
し
の
痛
み

な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
心
配
な

い
。
こ
れ
ぞ
伝
統
の
技
だ
。

昔
か
ら
の
言
葉
に
「
医
食

同
源
」
と
あ
る
。
身
体
に
い

い
食
べ
物
を
口
に
し
て
い
れ

ば
、
健
康
な
の
は
当
然
の
理

だ
。
そ
れ
が
美
味
な
ら
ば
、

ま
さ
に
申
し
分
な
い
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
人
間
が
自
然
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
食
物
は
自
然
か
ら
摂
取

す
る
の
が
道
理
。
豊
か
で
清

浄
な
自
然
は
、
目
に
美
し
い

だ
け
で
な
く
、
実
は
健
康
の

源
な
の
だ
。
連
想
ゲ
ー
ム
の

よ
う
な
話
だ
が
、
そ
の
中
で

思
い
浮
か
ぶ
言
葉
の
ど
れ
も

が
、
チ
ェ
ジ
ュ
ド
に
は
当
て

は
ま
る
。そ
の
意
味
で
は「
食

の
宝
庫
」
と
言
っ
て
い
い
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
チ
ェ
ジ
ュ

ド
の
面
積
は
１
８
４
５
平
方



�
、
日
本
で
最
も
大
き
な

沖
縄
本
島
の
１
・
５
倍
ほ
ど

の
広
さ
が
あ
る
。
海
岸
線
の

延
長
は
２
５
０


�
。
そ
こ

か
ら
想
起
で
き
る
の
は
、
海

と
山
の
自
然
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
食
材
の
数
々
だ
。

個
々
の
食
材
を
数
え
上
げ

れ
ば
切
り
が
な
い
。
海
鮮
で

ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
と
言
え
ば
高

根
の
花
に
近
い
が
、
ア
ワ
ビ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ア
ワ

ビ
粥
や
ウ
ニ
と
ワ
カ
メ
の
ス

ー
プ
、
そ
れ
ら
を
鍋
仕
立
て

に
し
た
ト
ゥ
ッ
ベ
ギ
な
ど

「
名
物
に
う
ま
い
も
の
あ

り
」
と
シ
ャ
レ
て
も
い
い
。

刺
身
は
タ
イ
、ヒ
ラ
マ
サ
、イ

カ
、
イ
シ
ダ
イ
な
ど
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
街
中
の
食

堂
で
楽
し
む
タ
チ
ウ
オ
や
サ

バ
の
地
元
料
理
も
格
別
だ
。

韓
国
料
理
と
言
わ
れ
て
日

本
人
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か

べ
る
焼
き
肉
に
し
て
も
、
こ

こ
で
は
定
番
の
牛
カ
ル
ビ
の

ほ
か
に
、
特
産
の
黒
豚
が
あ

る
。
自
然
の
中
で
放
牧
す
る

飼
育
法
が
、
良
質
の
肉
に
仕

上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
昔
か
ら
キ
ジ
が
多

く
生
息
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
キ
ジ
肉
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
が
あ
る
。
代
表
格
は
、

麺
と
い
っ
し
ょ
に
調
理
し
た

キ
ジ
カ
ル
グ
ク
ス
や
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
だ
が
、
刺
身
も
口
に

し
て
み
る
価
値
は
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
料
理
は
、
「
こ
れ

だ
け
の
食
材
を
使
っ
て
、
こ

の
価
格
」
と
驚
く
ほ
ど
。
日

本
流
に
い
え
ば
、ま
さ
に「
お

値
打
ち
価
格
」
な
の
だ
。

満
腹
に
な
れ
ば
顔
も
自
然

と
ほ
こ
ろ
ん
で
く
る
。
心
身

を
癒
し
て
く
れ
る
の
が
、
チ

ェ
ジ
ュ
ド
の
味
覚
な
の
だ
。

チェジュド（Jeju-do＝済州島）は、韓
国の南に位置する日本から最も近いリゾー
トアイランド。韓国では初のユネスコ世界
自然遺産に登録されるほど、豊かで個性的
な自然に満ち溢れている。そして、島なら
ではの環境がもたらす新鮮な食材と郷土色
に富んだ料理、伝統的な生活習慣が息づい
ている。ここは、韓国の文化と「見て、味
わって、体感できる高質なリゾートライフ」
を堪能する「癒しの島」なのだ。（取材協
力＝済州特別自治道）

山
海
の
味
覚
が
勢
揃
い

心
も
身
体
も
癒
す
多
彩
な
料
理

自
ら
獲
っ
た
ウ
ニ
を
浜
辺
で

剥
く
カ
ズ
ク
（
海
女
）
、
時

に
は
タ
コ
も
獲
れ
る 健

や
か
さ
と
美
を
両
立

高
級
エ
ス
テ
か
ら
伝
統
の
技
ま
で

高級感あるサインボードも女性を魅了

フットケアで感動する女性も多いとか

刺身やさまざまな調理法で供されるアワビは満足の一語

至福のひと時にふさわしい全身浴

全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
上
）
と

独
特
の
「
汗
蒸
幕
」
（
下
）

庶民の台所・東
門市場（左）、
アワビ専門店も
目を引く（下）

チェジュド特産の黒豚は絶品

幾
何
学
模
様
の
柱
状
節
理
帯
の
断
崖

チ
ェ
ジ
ュ
ド
で
は
、
ど
こ

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
写
し
と
っ

て
も
絵
に
な
る
。
変
化
に
富

ん
だ
自
然
は
、
母
の
優
し
さ

と
父
の
厳
し
さ
を
併
せ
持

ち
、
三
多
・
三
無
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
目
に
す
る
景
観
に
け
れ

ん
味
は
な
く
、
素
直
に
琴
線

が
奏
で
ら
れ
る

こ
こ
で

は
、
景
色
ま
で
も
が
癒
し
の

バ
イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
の
だ
。

（
※
三
多
�
石
、
風
、
女
。

三
無
�
泥
棒
、
乞
食
、
家
の

門
）自

然
が
生
み
出
し
た
景
勝

は
、
島
の
中
央
部
に
そ
び
え

る
韓
国
の
最
高
峰
ハ
ル
ラ
山

（
１
９
５
０
�
）
、
荘
厳
な

日
の
出
の
名
所
・
城
山
日
出

峰
、
世
界
屈
指
の
溶
岩
洞
窟

・
拒
文
岳
溶
岩
洞
窟
系
な
ど

の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
世
界
自
然

遺
産
「
済
州
島
火
山
と
溶
岩

洞
窟
」
を
は
じ
め
、
天
帝
淵

瀑
布
、
柱
状
節
理
帯
ほ
か
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

歴
史
や
文
化
の
探
訪
は
、

７
世
紀
ま
で
あ
っ
た
耽
羅
国

神
話
の
聖
地
・
三
姓
穴
、
朝

鮮
王
朝
時
代
の
観
徳
亭
（
現

存
す
る
チ
ェ
ジ
ュ
ド
の
最
古

建
築
）
ほ
か
、
民
族
博
物
館

や
民
族
村
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
も
数
多
く
あ
る
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
生
活
文
化
を
体
験

す
る
ジ
ャ
ン
ル
別
ツ
ア
ー
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
見
学
と
は
ひ
と
味

違
う
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
、
観
光
の
大
き
な
魅
力

と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
を

は
じ
め
日
本
で
は
体
験
で
き

な
い
拳
銃
や
ラ
イ
フ

ル
の
実
弾
射
撃
の
ほ

か
、
陸
で
は
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
オ
フ
ロ
ー
ド
四
輪

バ
イ
ク
）
、
乗
馬
、

熱
気
球
、
海
で
は
釣

り
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
、
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
な

ど
、
ま
さ
に
リ
ゾ
ー

ト
を
満
喫
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
充
実
。

海
外
旅
行
の
定
番

と
も
言
え
る
免
税
店

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
、
チ
ェ
ジ
ュ
ド

に
は
す
べ
て
揃
っ
て

い
る
。

一度食べたらやみつき間違いなしのキジしゃぶしゃぶ

天
帝
淵
瀑
布
の
仙
臨
橋

日
本
で
「
韓
流
」
が
大

ブ
レ
ー
ク
し
た
の
は
、
０３

年
ご
ろ
か
ら
だ
っ
た
。
そ

れ
は
、
大
衆
文

化
を
通
じ
た
日

韓
交
流
に
新
た

な
ペ
ー
ジ
を
加

え
た
。
も
っ
と

も
、
７０
年
代
に
は
韓
国
演

歌
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
８８

年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
、
０２
年

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
同

開
催
な
ど
、
日
韓
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
は
絶
え
ず
続

い
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
風
光
明

媚
な
チ
ェ
ジ
ュ
ド
は
、
韓

流
ド
ラ
マ
や
映
画
の
ロ
ケ

地
と
し
て
数
多
く
の
作
品

に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の

１
つ
三
国
時
代
の
高
句
麗

を
舞
台
に
し
た
「
太
王
四

神
記
」は
、「
冬
の
ソ
ナ
タ
」

で
人
気
を
博
し
た
ペ
・
ヨ

ン
ジ
ュ
ン
が
主
役
を
務

め
、
日
本
の
韓
流
フ
ァ
ン

の
間
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
。

こ
の
壮
大
な
歴
史
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
「
太
王
四
神
記
」

の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
、

パ
ー
ク
サ
ザ
ン
ラ
ン
ド
と

し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い

る
。
２
万
９
千
平
方
�
の

敷
地
内
に
は
、
大
殿
を
は

じ
め
城
門
や
城
下
町
、
邸

宅
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
お

り
、
韓
国
文
化
を
垣
間
見

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て

も
興
味
深
い
。

韓
流
ブ
ー
ム
の
先
駆
け

と
も
い
え
る「
シ
ュ
リ
」を

は
じ
め
「
宮
廷
女
官
チ
ャ

ン
グ
ム
の
近

い
」や「
オ
ー
ル

イ
ン
」
な
ど
の

ロ
ケ
地
巡
り
も

チ
ェ
ジ
ュ
ド
観

光
の
目
玉
の
１
つ
だ
。

「
太
王
四
神
記
」
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
城
下
町
や
大
殿
、
邸
宅
の
た
た
ず
ま
い

世
界
自
然
遺
産
の
１
つ
城
山
日
出
峰

人
気
の「
ロ
ケ
地
」巡
り

巨
大
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
が
圧
巻

観光スポット多彩
見逃せない世界自然遺産

カジノチェジュドでは、市内や中
文リゾートなどの特級ホテ

ル内にカジノが併設されている。外国人
（成人）なら誰でも気軽に本格カジノが
楽しめる。

博
物
館
も
併
設
し
た
名
産
の
茶
畑

ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
内
の
カ
ジ
ノ

新
羅
ホ
テ
ル
の
庭
園
に

あ
る
シ
ュ
リ
ベ
ン
チ


